
脳は主語が理解できない！

私たちが日頃何気なく使っている言葉は、脳と体に大きな影響

を与えます。脳は主語を理解できないと聞いたことがありますか。

主語が理解できないので、自分が発した言葉全てを脳は自分のこ

ととしてとらえてしまいます。

だから、人の悪口を言うと、脳は自分が悪口を言われたと

思い込むそうです。だから、人の悪口を言うと自分が傷つき、

気分が悪くなります。気分が悪くなるから人に対して攻撃的

になります。自分が自分を無意識に攻撃している状態となる

わけですから悪口を言うことをくりかえすのです。

スポーツの試合で、勝ちたくて、「相手がミスればいいのに」とか「相手のシュート

が入るな！」と思うことがあるでしょう。しかし、それは知らないままに自分で自分に

呪いをかけていることになっているのです。反対に相手をほめてあげると、自分がほめ

られたと思い、気分が良くなり、自尊感情が高まります。自尊感情が高まると、考え方

がポジティブになり、自分を良い方向に無意識のうちに導くことになります。

というわけで、人の悪口を言っても、何も良いことがないというお話でした。

１０月の予定

冬服移行期間（10月中）、２ 体育大会予行、４ 体育大会、５ 体育大会予備日

17～３１ 教育相談、23 生徒会専門委員会、25～27 職場体験
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